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示
す
る
と
と
も
に
（
図
２
）、
国
土
交
通
省
の

幅
広
い
技
術
分
野
の
技
術
研
究
開
発
を
進
め

る
上
で
の
次
の
３
つ
の
視
点
を
明
確
に
し
ま

し
た
。

①
技
術
研
究
開
発
成
果
の
社
会
へ
の
還
元

比
較
的
近
い
将
来
に
実
証
研
究
段
階
に
達

す
る
い
く
つ
か
の
技
術
を
融
合
し
、
今
後
国

が
主
体
的
に
進
め
て
い
く
先
駆
的
な
モ
デ
ル

と
し
て
、「
社
会
還
元
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
し
、
実
証
研
究
を
通
し
て
成
果
の
社

会
還
元
を
加
速
し
ま
す
。

【
具
体
例
】

・
き
め
細
か
い
災
害
情
報
を
国
民
一
人
ひ
と

り
に
届
け
、
災
害
対
応
に
役
立
つ
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
安
全
で
効
率
的

な
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
現

②
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た
め
の
共
通

基
盤
の
構
築

国
民
の
誰
も
が
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
で

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
仕
組
み
を
構
築
・
提
供
す

る
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
技
術

研
究
開
発
全
体
の
効
率
化
、
技
術
革
新
・
新

し
い
産
業
創
出
機
会
の
提
供
な
ど
、
幅
広
く

国
民
生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。
ま

た
、
個
々
の
研
究
開
発
な
ど
の
基
盤
と
な
り
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

天
然
資
源
の
少
な
い
我
が
国
に
お
い
て
は
、

技
術
力
は
国
力
の
源
泉
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
大
競
争
時
代
を
迎
え
た
世
界
の
中
で
我

が
国
が
重
要
な
地
位
を
占
め
る
た
め
に
は
、

技
術
研
究
開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今

後
、
効
率
的
・
効
果
的
に
技
術
研
究
開
発
を

進
め
る
た
め
に
は
、
現
在
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
枠
組
み
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
今
年
度
策
定
し
た
「
国
土
交
通

省
技
術
基
本
計
画
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
技
術
研
究
開
発
の
具
体
例
と
し
て
、

国
の
研
究
機
関
で
あ
る
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
関
す
る
技
術
研

究
開
発
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
20
年
４
月
、
第

３
期
科
学
技
術
基
本
計
画
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

25
な
ど
の
各
種
の
政
府
方
針
な
ど
を
踏
ま
え
つ

つ
、
社
会
的
技
術
※

を
推
進
し
、
成
果
を
社

会
・
国
民
に
還
元
す
る
と
い
う
技
術
研
究
開
発

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
か
ら
24

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た

な
「
国
土
交
通
省
技
術
基
本
計
画
」（
以
下

「
本
計
画
」
と
い
う
）
を
策
定
し
、
国
土
交
通

分
野
の
技
術
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
（
図
１
）。
本
計
画
の
大
き
な
特
徴
と

し
て
、
次
の
２
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
目
指
す
べ
き
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
技
術
研
究
開
発
の
明
示

「
安
全
・
安
心
な
社
会
」「
誰
も
が
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」「
国
際
競
争
力
を
支
え

る
活
力
あ
る
社
会
」「
環
境
と
調
和
し
た
社

会
」
と
い
う
４
つ
の
目
指
す
べ
き
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
技
術
研
究
開
発
を
明

国
土
交
通
省
技
術
基
本
計
画
の
特
徴

国
土
交
通
省
に
お
け
る
技
術
研
究
開
発

国
民
の
暮
ら
し
へ
還
元
す
る

社
会
的
技
術
の
推
進

大
臣
官
房
　
技
術
調
査
課

総
合
政
策
局
　
技
術
安
全
課

※
　
社
会
的
技
術：

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
技
術
を
す

り
あ
わ
せ
・
統
合
し
、
高
度
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
的
な
重
要
課
題
を
解
決
し
、
国
民
の

暮
ら
し
へ
還
元
す
る
科
学
技
術
の
こ
と
。

図1 国土交通省技術基本計画の概要
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特集1■国民の暮らしへ還元する社会的技術

次
々
に
創
出
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
と
な
る
共
通
基
盤
を
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
構
築
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
複
数
の
仕
様
・
基
準
な
ど
の
存
在
に
よ

る
無
駄
を
な
く
す
た
め
の
共
通
化
・
標
準
化

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
な
ど
に
つ
い
て
も
あ

わ
せ
て
推
進
し
ま
す
。

【
具
体
例
】

・
さ
ま
ざ
ま
な
地
理
空
間
情
報
を
相
互
に
利

用
し
あ
え
る
地
理
空
間
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
構
築

③
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
等
に
よ
る
国

際
貢
献
の
推
進

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
な
ど
の
一
層
の

技
術
開
発
や
、
環
境
価
値
の
高
い
製
品
な
ど

が
市
場
を
通
じ
て
選
択
さ
れ
る
環
境
の
整
備

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
産
業
体
系
・
社
会

基
盤
・
生
活
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
開

発
途
上
国
と
の
科
学
技
術
協
力
の
強
化
、
日

本
発
の
優
れ
た
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
な

ど
の
世
界
へ
の
発
信
、
実
証
、
気
候
変
動
問

題
へ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
発
揮
な
ど
に
よ

る
国
際
貢
献
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
二
酸

化
炭
素
・
メ
タ
ン
な
ど
の
削
減
率
マ
イ
ナ
ス

６
％
の
目
標
達
成
な
ど
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
解
決
す
る
技
術
研
究
開
発
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
標
準
化
活
動

の
国
際
展
開
を
推
進
し
、
技
術
移
転
を
円
滑

に
行
う
た
め
の
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

【
具
体
例
】

・
先
進
的
な
地
球
観
測
技
術
の
高
度
化
、
実

運
航
に
お
け
る
船
舶
の
省
エ
ネ
性
能
（
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
）
な
ど
の
評
価
・
推
定
手
法
の

確
立
、
都
市
空
間
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
対
策
技
術
、
建
築
物
の
総
合
的
な

環
境
性
能
の
評
価
、
表
示
な
ど
、
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

の
開
発
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
積
極
的

に
提
供
す
る
こ
と
で
世
界
の
発
展
と
繁
栄

に
貢
献

（
２
）
技
術
研
究
開
発
を
推
進
す
る
た
め
の

仕
組
み
の
構
築

前
計
画
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
積

極
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
十

分
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
事
例
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
施
策
が

示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

実
施
状
況
に
差
異
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

技
術
研
究
開
発
（
開
発
戦
略
）
と
推
進
施
策

の
関
連
や
連
携
の
あ
り
方
が
不
明
確
と
い
っ

た
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
反
省
に
立
ち
、
本
計

画
で
は
、
技
術
研
究
開
発
の
着
手
か
ら
成
果

の
活
用
・
普
及
に
至
る
一
連
の
流
れ
の
中
に
、

・
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
た
技
術
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成

・
競
争
的
資
金
な
ど
に
よ
る
民
間
な
ど
へ
の

財
政
面
で
の
支
援
の
強
化

・
技
術
開
発
と
工
事
の
一
体
的
な
調
達

な
ど
、
新
た
な
取
組
み
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
一
連
の

流
れ
に
共
通
な
施
策
と
し
て
知
的
財
産
戦
略

な
ど
の
基
盤
整
備
及
び
適
切
か
つ
柔
軟
な
研

究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
、
技
術
研
究
開
発

を
推
進
す
る
仕
組
み
（
技
術
研
究
開
発
シ
ス

テ
ム
）
を
構
築
し
ま
し
た
。

①
技
術
研
究
開
発
の
実
施
体
制
の
整
備

産
学
官
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
に
、
産

学
官
に
よ
る
連
携
会
議
を
開
催
し
、
産
学
官

一
体
と
な
っ
て
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
検

討
・
作
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
産
学
官
の
技

術
情
報
交
流
の
場
の
設
置
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

図2 目指すべき社会に向けて重点的に取り組む技術研究開発



タ
の
育
成
、
異
分
野
融
合
を
促
進
す
る
包
括

的
協
定
の
締
結
な
ど
を
行
い
、
産
学
官
の
技

術
研
究
開
発
の
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
的
な
課
題
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
解

決
す
る
地
域
レ
ベ
ル
の
組
織
を
設
置
し
、
産

学
官
共
同
で
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
（
図

３
）。

②
技
術
研
究
開
発
の
支
援

産
学
の
技
術
開
発
を
促
進
し
、
実
用
化
さ

せ
る
た
め
に
競
争
的
資
金
な
ど
に
よ
る
民
間

な
ど
へ
の
財
政
面
で
の
支
援
や
技
術
開
発
と

工
事
の
一
体
的
な
調
達
な
ど
、
制
度
面
か
ら

の
支
援
を
実
施
し
、
技
術
研
究
開
発
に
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
な
ど
の
取
組
み
を
推

進
し
ま
す
（
図
４
）。

③
技
術
研
究
開
発
成
果
の
普
及

新
技
術
の
普
及
促
進
の
た
め
、
新
技
術
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
を
民
間
の
知

的
財
産
戦
略
を
考
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
に
改
良

す
る
と
と
も
に
、
公
共
工
事
に
新
技
術
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
民
間
の
技
術
研

究
開
発
を
促
進
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

④
技
術
研
究
開
発
の
基
盤
整
備
お
よ
び
国

際
的
な
技
術
戦
略
の
構
築

そ
の
ほ
か
に
も
、「
技
術
研
究
開
発
の
基
盤

整
備
」
と
し
て
知
的
財
産
戦
略
や
人
材
育
成

な
ど
の
積
極
的
な
展
開
や
、「
国
際
的
な
技
術

戦
略
の
構
築
」
と
し
て
国
際
標
準
化
や
技
術

の
国
際
展
開
の
取
組
み
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（Plan-do-check-act

）
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
を
進
め
ま
す
。

⑤
成
果
を
確
実
に
還
元
す
る
技
術
研
究
開

発
シ
ス
テ
ム

以
上
の
よ
う
な
施
策
を
一
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、「
成
果
を
確
実
に
還

元
す
る
技
術
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築

し
ま
す
。

図3 技術研究開発の実施体制の整備

図4 技術研究開発の支援
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国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
（
国
総
研
）

は
、
住
宅
・
社
会
資
本
分
野
で
唯
一
の
国
の

研
究
機
関
と
し
て
、
平
成
13
年
４
月
に
設
立

さ
れ
、
国
土
交
通
省
の
行
政
部
門
と
一
体
と

な
っ
た
技
術
政
策
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
総
研
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
は
、
河
川
、

道
路
、
下
水
道
、
建
築
、
住
宅
、
都
市
、
港

湾
、
空
港
な
ど
の
政
策
や
事
業
の
実
施
を
通

し
、
良
質
な
社
会
資
本
の
効
率
的
な
整
備
と

い
う
形
で
広
く
社
会
や
国
民
の
皆
様
に
還
元

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
安
全
、
快
適

な
道
路
交
通
に
貢
献
す
る
技
術
と
し
て
官
民

連
携
し
て
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
開
発
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｓ
と
は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術

を
用
い
て
人
と
道
路
と
車
と
を
情
報
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
、

渋
滞
、
環
境
負
荷
な
ど
と
い
っ
た
道
路
交
通

問
題
の
解
決
を
目
的
に
構
築
す
る
新
し
い
交

通
シ
ス
テ
ム
で
す
。
我
が
国
で
は
カ
ー
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
自
動
料
金
支
払
い

シ
ス
テ
ム
）、
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
道
路
交
通
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
）
が
代
表
的
な
適
用
例
で
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
と
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
国
総
研
（
当
時：

建

設
省
土
木
研
究
所
）
が
行
っ
た
官
民
共
同
研

究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で

す
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
は
総
出
荷
台
数
２
１
０

０
万
台
を
超
え
る
な
ど
、
世
の
中
に
広
く
普

及
し
、
高
速
道
路
を
便
利
に
利
用
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
料
金
所
に
お
け
る
渋
滞
の
緩
和

や
環
境
負
荷
の
軽
減
な
ど
、
目
に
見
え
た
効

果
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
（
図
５
）。

一
方
で
、
各
々
の
サ
ー
ビ
ス
は
別
々
の
車

載
器
が
必
要
と
な
る
た
め
車
内
が
煩
雑
に
な

り
、
ま
た
安
全
運
転
を
支
援
す
る
情
報
は
車

載
器
を
通
じ
て
運
転
者
に
提
供
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
た
め
、
１
台
の
車
載
器
で
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き

る
車
内
環
境
を
目
指
す
と

い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。

国
総
研
で
は
こ
の
目
標

を
達
成
す
べ
く
、
民
間
企

業
23
社
と
「
次
世
代
道
路

サ
ー
ビ
ス
提
供
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
共
同
研
究
」
を

平
成
17
年
２
月
か
ら
約
１

年
に
わ
た
り
実
施
し
、

５
・
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ

（
狭
域
通
信
）
を
利
用
し
た

次
世
代
道
路
サ
ー
ビ
ス
実

用
化
に
向
け
て
、
具
体
的

な
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
、
路
側
機
、
車
載
器
、

相
互
接
続
に
係
る
技
術
資
料
を
と
り
ま
と
め
、

公
開
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
総
研
構
内
に

お
け
る
実
証
実
験
、
首
都
高
速
道
路
上
に
お

け
る
公
道
実
験
を
通
じ
て
、
画
像
や
音
声
を

用
い
た
前
方
障
害
物
情
報
提
供
、
合
流
支
援

情
報
提
供
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
首
都
高
速
道
路
で
の
サ
ー
ビ
ス

箇
所
を
拡
大
し
つ
つ
、
警
察
庁
と
連
携
し
て

一
般
道
で
の
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
を
新
潟
、
愛
知
、
京
阪
神
、
広
島

な
ど
の
地
域
へ
と
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
国
総
研
や
独
法
の
研

究
機
関
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
国
と
し
て
必

要
な
技
術
研
究
開
発
を
引
き
続
き
行
う
と
と

も
に
、
国
土
交
通
分
野
の
技
術
研
究
開
発
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が
実
感
で
き

る
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
と
と
も
に
、

我
が
国
が
世
界
の
中
で
埋
没
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
力
の

維
持
・
向
上
と
そ
の
技
術
に
よ
る
海
外
市
場

へ
の
展
開
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Ｅ　Ｔ　Ｃ　利　用　率　と　本　線　料　金　所　渋　滞　量　の　関　係　
【　全　18本　線　料　金　所　合　計　】　
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図5 ETC利用率と渋滞量の関係

図6 次世代道路サービスの例（安全運転支援システム）

今
後
に
向
け
て

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
に
お
け

る
技
術
研
究
開
発
（
安
全
、
快
適
な

道
路
交
通
に
貢
献
す
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
技
術
）
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